
３月定例教育委員会 会議録 

 

 

 

１  開 催 日  平成 24 年 3 月 2 日（金） 

 

２  開 催 場 所  教育委員室 

 

３  出席した委員  神吉委員長、吉田委員、桃田委員、森委員、 

山本教育長 

 

４  出席した職員  野上教育総務部長、 田渕教育指導部長、 

小田教育総務部次長、 岡本教育指導部次長、 

大西教育指導部参事、 

佐藤教育総務課長、 諏訪学務課長、 

貴傳名社会教育・スポーツ振興課長、  

松尾学校教育課長、仲田青少年育成課長、 

岡田教育研究所長、稲岡教育総務課副課長 

 

５  傍   聴   者  なし 

 

６  議事の要旨 

 

○  開   会       午後 2時 13 分 

 

○  会議録署名委員指名のこと 

      森委員、神吉委員長に決定 

 

○  ２月定例教育委員会会議録報告承認のこと 

（事務局より会議録朗読報告） 

承  認 

 

○  会議公開の可否決定のこと 

協議事項２「校長及び教頭の異動に係る内申について」は非公開とし、

他は公開することに決定 

 

（協議事項） 

１ 加古川市立学校における教育長の権限に属する事務の専決等に関する規程



の一部改正について 

（教育指導部参事より 説明） 

原案可決 

 

２ 校長及び教頭の異動に係る内申について 

（教育指導部参事より 説明） 

原案可決 

 

 （議事を非公開とする） 

 

 

◎  次期臨時教育委員会予定日のこと 

3 月 22 日（木）午後 5時～ 教育委員室で開催することに決定 

 

 

○  教育委員諸報告 

〔神吉委員長より〕 

(1) 全国市町村教育委員会連合会副会長会議について 

   2 月 10 日（金）に行われ、出席した。平成 23 年度の事業報告、平成

24 年度の事業計画等について協議した。また文部科学省より「教育公務

員への協約締結権の付与」、「後期教育振興計画の策定」、「地域とともに

ある学校づくりの推進」、「教育関係地方財政措置」について説明があっ

た。 

 

(2) 交通安全対策委員会について 

   2 月 15 日（水）に行われ、出席した。 

 

(3) 兵庫県市町村教育委員会連合会常任理事会について 

   2 月 17 日（金）に行われ、出席した。平成 24 年度事業計画について協

議した。 

 

○ 教育長諸報告 

  (1) 平成 24 年第 1回定例市議会の代表質問及び一般質問について 

教育委員会関係では、教室へのエアコン設置、中学校給食、教職員へ

のパソコン整備等について質問が予定されている。 

 

○ 教育総務部長諸報告 

  (1) 文部科学省からの現地調査について 



2 月 23 日（木）に、文部科学省初等中等教育局財務課教育財政室から

3名が来られ、学校予算及び教材費等にかかる現地調査を受けた。 

 

(2) 市内小学校における事案について 

2 月 21 日（火）に、浜の宮小学校において、教室の窓ガラスが割られ

る事案が発生した。 
 
(3) 市内中学生にかかる事案について 

2 月 11 日（日）に、市内中学生 2 名が逮捕された。容疑は 1 月 17 日

に平岡南中学校に侵入、ガラス 18 枚を破壊した疑い。両名とも容疑を認

めているとのこと。 
 
  以上、3件について報告。 

 

 

○ 教育指導部長諸報告 

(1) 平成 23 年度（第 6回）社会教育委員会会議の報告について 

2 月 14 日（火）に青少年女性センターにて開催された。教育アクショ

ンプラン 2012（案）や社会教育施設等の運営状況について協議した。 
  
(2) 平成 23 年度中学校卒業式への教育委員会出席予定者について 

各中学校への出席者が決定した。 
  
(3) 「『ことばの力』育成プログラム」の作成について 

啓発用リーフレットを作成した。 
 
(4) 「教育アクションプラン 2012」の策定について 

前回の教育委員会での協議事項を受けて修正した。 
 

 以上、４件について報告。 

 

 

○ その他 

 

委 員  ： 武道の必修化について質問する。1点目は、各学校の指導

体制について。2点目は、防具（稽古着）の準備状況につい

て。3点目は、危機管理体制について。 



 

事務局  ： 加古川市では柔道を実施している学校が多い。 

指導体制については、委員会、校長会、担当者会、教育

研究所等で連携し、研修講座を実施する方向で検討してい

る。 

準備として、柔道着や竹刀、籠手等を学校の実情に応じ

て用意している。年間 10 時間程度なので、技の実習よりも

武道の精神を身につけるような指導を行う方向である。教

職員の配置によるが、柔道、剣道、空手等に取り組む。 

危機管理については、市民の方からの問い合わせも多い

ため、教職員の研修だけでなく学校と連携しながら、子ど

もの安全に気を配っていかなければならないと考えている。 

 

委 員  ： 子どもたちは教師の管轄外のところで何をするか分から

ない面もある。慎重に対応して欲しい。 

       地域の専門家や警察OBの方などにも協力してもらうよう

な方法は検討しているか。 

 

事務局  ： 地域の方々による指導支援については、現在、様々な形

で実践中である。指導補助者として、学校支援ボランティ

ア等を活用していきたいと考えている。 

 

○ 閉 会   午後 3時 25 分 

 


